
学校名　　三原市立第五中学校

改善方策

１０月 ２月

ｈ
達成値

ｈ
達成値

イ ロ ハ

生徒アンケートの肯定的回
答率
（課題の設定，学習過程，振
り返りに係る設問）

80% 84% 83% 104% A

・「授業・単元のはじめに見通しをもてている」
87%
・「自分の考えを積極的に発言している」78%
・「振り返りでわかったところを考えている」86%
→平均としては，生徒の意識は目標値達成
→「自分の考えを積極的に発言すること」の数
値が他よりも低く，意見を述べ合うことに課題

・意見を述べ合う必然性のある学習課題の提
示と学習活動の工夫
・意見を深めるために，活用できる資料等の提
供や，意見の分類・整理等のまとめ方の指導

〇

教職員アンケートの肯定的
回答率
（課題の設定，学習過程，振
り返りに係る設問）

80% 87% 86% 107% A

・「課題の提示」100%
・「学習過程」82%
・「振り返りの充実」76%
→平均としては，教職員の意識は目標値達成
→「振り返りの充実」の数値が他よりも低く，振
り返りの時間の確保や活用に課題

・振り返りをすることの意義を踏まえ，全教科で
組織的に「振り返り｝を実施
・振り返りをさせる視点を与え，例を示し，短時
間で振り返りができるように指導

〇

「活用」記述式問題でB評価
以上の割合

70% 53% 68% 97% B

・中間と最終を比較すると15%上昇
→各教科，定期テスト等で継続的に取り組むこ
とにより，教科の特性を生かし，学んだことを活
用して書く力が向上
→記述式の評価について，採点基準や方法
等，継続した検討が必要

・単元構想で，付けたい力に対して，「活用」記
述式問題のＢ評価の「概ね満足できる状態」を
設定
・学習活動の中で，「活用」記述式問題に取り組
ませ，課題発見・解決の過程を経験させる
・定期試験や単元テストで類似の問題を出題，
検証

〇

標準学力調査の正答率が全
国平均以上の割合
＜全教科・全学年（15）＞

100%

1学年：
80％

2学年：
100％
3学年：
20％

67% C

・校内平均正答率の５教科平均：第１学年
58.0%(全国比+0.3，基礎-0.5，活用+2.6），第２
学年63.6%（全国比+5.9，基礎+5.6，活用+7.8），
第３学年58.2%（全国比-5.2，基礎-5.5，活用-
4.3）
→成果：記述式問題，課題：基礎的な知識の定
着，特に短答式で正確な語を書く問題

・基礎的な用語や法則を定着させるための指導
・家庭学習を生かした授業改善
・誤答処理の方法を共有し，全校で基礎学力定
着に向けた取組

〇

生徒会活動
の充実

学校生活満足度についての
生徒アンケートの肯定的回
答率

90% 95% 94% 104% A

・「学校へ行くのは楽しい」というアンケートの肯
定的評価が１０月とほぼ同じ９４％
・いじめの積極的認知の観点から，今年度いじ
めが２件発生したが，早期の取組により解消
・生徒・保護者アンケートを確認し，早期の取組
実施
・やっさボランティアの参加人数が３６人と積極
的参加

・いじめ防止基本方針の周知徹底，いじめ発生
時の対応を全教職員で確認
・特別の教科道徳，学級での協働的な活動，い
じめ撲滅に向けた生徒会活動を通して，いじめ
を許さない，発生させない取組を計画的に推進

〇

特別支援
の充実

不登校生徒数の全校生徒数
に対する割合

3% 1.5% 2.1% 100% A

・全校生徒における不登校生徒の割合２．１%
・生徒指導・教育相談委員会の定例開催(月2
回)で，不登校生徒への個々の支援・取組の方
向性を協議

・家庭との密な連携，関係機関との連携等，よ
り組織的な対応を推進 〇

業務改善
見直し，スリム化，業務改善
が実行できた事項

学期に
３つ
以上

４つ ２つ 100% A

・生徒指導委員会と教育相談委員会の統合
・日課表の変更（朝読廃止・水曜日掃除廃止）
・部活動休養日と定時退校日の設定
・起案文書の管理・保管場所の統一
・慣例化した行事の精選
・学校で職員の予防接種の実施

・今後も，業務内容をスリム化したり廃止できる
ものを検討し，実現可能なものは積極的に実施
していく

〇

意識改革
定時退校日（部活動休養日）
に17：15までに退校できた教
職員の割合

90% 71% 71% 79% C

・各月平均，４月69.7%，５月78.8%，６月71.5%，７
月61.3%，８月74.9%，９月71.5%，10月74.6%，11
月64.8%，12月69.3%
・定時退校ができるように，計画的な業務の推
進を呼びかけたが，業務が増える時期は，定時
退校をすることが困難

・一年間を通して，計画的に業務を行うために，
日々の業務終了時間を意識
・ワークライフバランスを考えた，計画的な年休
取得を推進

〇

【 ｊ ： 自己評価　評価】
  Ａ ：１００≦（目標達成）　　　 　　 Ｃ ：６０≦（もう少し）＜８０
  B ：８０≦（ほぼ達成）＜１００ 　  Ｄ ：（できていない）＜６０

【 ｌ ： 学校関係者評価　評価】
   イ ： 自己評価は適正である。
   ロ ： 自己評価は適正でない。  ハ：わからない。

ｆ　評価項目・指標
ｇ

目標値
ｉ

達成度
m

コメント
n

 改善方策

ｌ 評価
ｊ

評価
ｋ

結果と課題の分析

平成３１年度　　学校評価表

学校関係者評価自己評価

（　中間　 ・ 　最終　）

評価計画

　【ミッション】（自校の使命）　　　社会のために役立とうとする志を抱く生徒の育成
　【ビジョン】（自校の将来像）　　「生きる力」を育み，社会貢献できる生徒の育成

豊かな心と表現力を養い，仲間と共に社会貢献できる，たくましい生徒の育成
ｂ　経営理念

ミッション・ビジョン
ａ　学校教育目標

c 中期経営目標

確
か
な
学
力
の
育
成

主体的な学び
を促す授業

づくりにより，
思考力・判

断力・表現力
を育成する。

生徒会活動を中心に，生
徒の主体的な取組を充実
させ，いじめ撲滅や絆づく
り等に取り組む。
地域等への貢献活動を促
進する。

◎思考力・判
断力・表現力

の育成
↓

学力向上

「活用」記述式問題を作
成・実施・評価する。

活用の中で知識を習得さ
せる授業づくりを行う。

ｅ 目標達成のための方策

「めあて」に対応した「まと
め」「振り返り」を行う。

話し合い活動を充実させる
ための指導の視点を共有
する。

指導方法の
工夫・改善

ｄ 短期経営目標

た
く
ま
し
い
心
身
の
育
成

自己指導能力
の育成

（自ら考えより
良く判断し
行動する

生徒の育成）

働
き
方
改
革
の
推
進

子供と向き合う
時間の確保と
長時間勤務

の縮減

・今の状態のなかで，工夫を
されてやっておられる。
・図形の授業で，その図形を
文章で表現をさせている。国
語力と数学力が必要だと
思った。
・違いについて，話し合いを
取り入れている授業があっ
た。あらかじめ違いについて
調べてこさせることもあって
もよい。また，郷土三原との
関係も視野に入れるとよい。

・授業を見ていると生徒は楽
しそうに過ごしている。
・学校に行きたくない人の学
年ごとに傾向がありますか。

・働き方改革は難しいです
か。遅くなる人は校長に申告
はありますか。
・体を壊さないようにしてくだ
さい。
・長くいればよく仕事をしてい
るという意識の人がいると，
隣の人もなかなか帰れない。
・何をしたら改革になるの
か。何か大きな改革がないと
いけない。
・今の状態のなかで，工夫を
されてやっておられる。

学校経営会議のリーダー
シップのもと，学校行事等
の内容の見直しやスリム
化を図るとともに，業務改
善を促進する。

組織的で計画的な業務推
進とワークライフバランス
の意識化を促進する。

定期的に会議を開催し，不
登校及びその傾向にある
生徒に対する手立て等を
検討し，組織的に取り組
む。

別紙様式１


